
 

 

 

 

学校評価アンケートにご協力頂きありがとうございました。学校の教育目標を【夢や志を持ち、たくま

しく学び続ける児童の育成】と掲げて取り組んできた本校の1年を児童及び保護者アンケートの結果をもと

に評価しました。 

評価については、「Ａ＝そう思う」「Ｂ＝少し思う」「Ｃ＝あまり思わない」「Ｄ＝思わない」の選択で実施

しました。そこで、肯定的（Ａ＋Ｂ）評価が90％を超えている項目は大変良好とし、80％超えている項目は

良好と評価しています。 

以下、学校評価の結果・考察をお知らせいたします。 

学校評価（アンケート）の結果と考察 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校評価アンケート保護者、児童比較 

①
学
校
が
楽
し
い 

②
め
あ
て
や
夢
を
持
つ 

③
学
校
の
授
業
が
分
か
る 

④
ク
ロ
ム
ブ
ッ
ク
は
役
に
立
つ 

⑤
毎
日
勉
強
し
て
い
る 

⑥
毎
日
読
書
し
て
い
る 

⑦
あ
い
さ
つ
を
よ
く
す
る 

⑧
正
し
い
言
葉
遣
い 

⑨
落
ち
着
い
た
生
活
を
し
て
い
る 

⑩
時
間
を
守
る 

⑪
家
で
毎
日
お
手
伝
い 

⑫
友
だ
ち
と
仲
良
く
し
て
い
る 

⑬
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る 

⑭
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん 

⑮
ゲ
ー
ム
等
は
１
時
間
以
内 

⑯
親
子
で
よ
く
話
す 

⑰
先
生
は
、
ほ
め
た
り
、
注
意
し
た
り
す
る 

⑱
先
生
や
家
族
の
人
に
相
談
し
て
い
る 

⑲
行
事
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る 

⑳
感
染
対
策
し
て
い
る 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

保
護
者

児
童

2月特別号 



１ 成果について 

【保護者】 

《９割以上の肯定的（Ａ＋Ｂ）評価》 ２０項目中９項目 

「学校が楽しい（98％）」「授業が分かる（92％）」「友達と仲良くしている（96.4％）」「良いところがある

（98.5％）」「よく話す（96％）」｢先生はよく褒めたり、注意したりする 97％｣｢先生や家族の人に相談

（93.5％）｣｢行事に向けて努力96.2％｣｢感染対策99.6％｣について高評価となりました。 

【児 童】 

《９割以上の肯定的（Ａ＋Ｂ）評価》 ２０項目中１４項目 

《１４項目のうち９５％以上の高評価》 

「学校が楽しい（95.7％）」「クロムブックは役に立つ（97.1％）」「毎日勉強している（95.9％）」｢時間を守

る（96.2％）｣｢お手伝いをする（96.8％）｣｢友達と仲良くする（97％）｣｢先生は褒めたり、注意したりする

（97.2％）｣｢行事に向けて努力（96％）｣｢感染対策（97.4％）｣ 

特に友達と仲良く過ごせることで、安心して活躍できる場が増え、学力向上にもつながります。 

 

※｢授業が分かる｣の項目では、保護者92％、児童94％の肯定的な評価をいただけたことは、大変嬉しく思い

ます。学校としては、視覚支援をし困り感を少なくしたことや個別支援によってスムーズに全体の中に入るための

工夫をしてきました。またクラスで隔たりがないよう職員も指導内容をそろえ、入念に検討しながら進めてきました。

高学年では、教科担任制により多くの児童と関わることができ、児童も気持ちを切り替えて集中して学習に取り組

めたこともあります。 

※｢学校が楽しい｣の項目では、保護者 98％、児童 95，7％｢友達と仲良くしている｣の項目では保護者 96，

4％、児童 97％の肯定的評価をいただきました。理由としては、休み時間のクラス遊びや学習時間でのグループ

活動を多く取り入れたことで、仲間意識が高まり、男女分け隔てなく過ごすことができたこともよい方向につなが

ったと考えます。またトラブルが発生した時は、解決できるように学校でも家庭でもしっかりと話を聞き、家庭と連

携を図りながら取り組んだことが安心にもつながりました。 

※｢行事に向けて努力｣の項目は保護者 96，2％、児童 96％の肯定的評価でした。昨年度緊急事態宣言によ

り２ヶ月近く休校や分散登校になったため、学校で友達と過ごす交流や学習がより楽しく感じることができている

と同時に、行事に取り組める喜びが今まで以上にあることが考えられます。 

※｢感染対策｣の項目では保護者99，6％、児童97，4％の最も高い評価でした。おかげで、目標をもって毎日

練習を重ね努力をし続けてきた行事を全て無事に終えることができました。子どもたちの元気な声や姿があって

こその学校であり、わたしたち職員の姿です。これからも児童に元気とやる気をもたらせる小野小学校であるよう

努めて参ります。 

 

２ 課題について 

肯定的（Ａ＋Ｂ）評価項目 保護者％ 児 童％ 

｢クロムブックが役にたっている｣ ７７．９ ９７．１ 

｢家で毎日読書をしている｣ ４０．０  ６８．０ 

｢正しい言葉づかいをしている｣ ７４．０ ８８．７ 

｢時間を守っている｣ ７９．９ ９６．２ 

｢毎日お手伝いをしている｣ ６６．６ ９６．８ 

｢ゲーム等は1時間以内を守っている｣ ５４．５ ７６．１ 

 



※｢家で毎日読書｣の項目はとても低くなっています。また【児童】の評価は高くても、【保護者】の評価が低い

項目は、保護者のお子様に対して願う目標の高さとお子様自身がもつ目標の高さの差異が生じていると思われ

ます。時々、家庭の中で、６つのことに関して、できているかどうかを振り返り、話し合う機会をもつことで意識をも

たせていくことにつながるのではないかと感じます。またお子様との合意のもと目標を設定していくことも大事で

す。 

 

３ 来年度に向けて 

 

 

（１）読書習慣        読書意欲の喚起          家庭読書の時間確保        親子で読書１日１０分（例） 

学校図書室の充実        教材とのつながり           読む本の広がり 

                    習慣化                  定期的な点検              記録  週１図書室 

 

 

（２）ゲーム1時間以内   保護者との協力体制     定期的に様子を伝える       講演会・学校だより 

                      声を聞く、拾う体制        生活アンケート活用         アンケート結果会話 

                      自己表現の楽しさ体感    親子のコミュニケーション     対話の時間設定 

 

４ 学校評議委員の方々の主な意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度も保護者の皆様や地域の皆様との連携を密にし、児童一人ひとりが輝き、成長できる小野小学校をめ

ざしていきます。引き続き、本校の教育活動にご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

重点目標 教育活動の方向性 

・学習参観日などで学校での子どもたちの様子を見ていると、学年を追うごとにとても落ち着いた

雰囲気で、先生や友達の話に集中して耳を傾けている姿勢がとても感心しました。 

・15分ずつ3つに分けての参観日や学年ごとの運動会では、短い時間の中ではあるけれど、 保

護者の方がルールを守って、静かに子どもたちの頑張っている姿を観ている様子が子どもたちの

お手本となり本当に素晴らしかったです。                  

・読書量が増えると読み取りが深くなり、説明する力もより身につくことと思います。学校や家で子

どもたちに読み聞かせをすることから始め、本に親しむ雰囲気を大人が作りだすことが必要だと

思います。 

 

具体的な方策 指標 


